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防護柵支柱根入れ長不足問題の発生により、ビデオ撮影による出来
形確保が図られてきました。

平成２２年３月より検査の効率化を図るため、非破壊試験による出来
形管理が基本となりました。

超音波測定エンジニアリング社は、２１年度試行段階から計測に参加
し、技術改良を進めてきました。

さまざまな計測事例を経験して、大半の計測が可能となっています。



取組の呼称
防護柵・鋼製支柱根入れ測定のＧＰＳ応用

取組の目的
出来形管理データの信頼性向上

超音波ポストチェッカー

ＮＥＴＩＳ　ＫＴ－０７００４４

にＧＰＳ機能を追加
出来形管理手法は、写真による管理から全数本数打ち込み状況ビデオ撮影へと変化してきましたが、その
原因はデータの改ざんによるものでした。

管理手法の厳格化に伴い、その代償として負担が増大する結果となってきました。

超音波ポストチェッカーは、２００７年９月にＮＥＴＩＳに登録、非破壊による有効な手法を紹介してきましたが、
非破壊試験制度化に伴い、非破壊試験データにも明らかに改ざんデーター（解析と称して計測地点以外の
計測データを差し替えたもの）と見られるものが現れてきました。

より信頼性の高い計測を保証するため、データ記録と同時に時刻と共に位置情報を記録しました。



ガス切断支柱の例

古い支柱撤去例

相当古い支柱の撤去例で、先端は全てガス切断されている

コンクリートで根巻きされているため、不良施工かどうかは不明です。



計測装置の構成

（１）超音波パルスエコー法送受信装置

埋設鋼管長さ測定

（２）ＧＰＳ装置

計測位置情報

探触子 超音波送受信装置 パソコン

ＧＰＳユニット

埋設鋼管の長さ測定が可能な、超音波送受信装置（名称：超音波ポストチェッカー）に小型ＧＰＳユニットを、ＵＳＢで接
続付加、計測記録地点の位置情報を同時に記録しました。



測定装置外観
防護柵・鋼製支柱根入れ測定のＧＰＳ応用

ＧＰＳユニット

今までの装置外観
既存の装置にＧＰＳユニットを追加すると共に、表示画面、計測ソフトを変更しました。

小型のため、後から付加するのが容易です。



表示画面例
測定場所の位置情報と時刻を表示

計測値保存時の
位置　緯度、経度

測地確定　Ａ
ＮＧ　　　Ｖ
確定時ＯＫ点滅

計測値保存時の
年月日　時刻

表示画面例です。

ＧＰＳは複数の衛星が補足できて位置が確定します、補足数が多いほど精度が高くなります。

測地可能になると、表示が緑点滅となり、測地ＯＫと表示されます。

経度、緯度表示には現在位置、時刻（時分秒）が表示されます。

＊この波形データ例は室内で１ｍ長の校正用ボルトを計測したものです。



記録保存されるデータ

緯度経度は時分秒（度、分、秒）で表現されるのが一般的ですが、Ｇｏｏｇｌｅ地図上では小数点変換した時（度）表示
を経度緯度を，で区切った表現の入力を要求されるため、両方をデーターに収録するように構成してあります。

Ａは衛星の補足数が充分であって、位置の特定が有効であることを示します。

計測時の設定音速も含めて、波形と共にすべてのパラメーターが記録されます。



計測地点をＧｏｏｇｌｅマップに表示した例

記録データの位置情報で場所が明確
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日本海沿岸道鶴岡地区において、立ち入り防止柵基礎鋼管長さ測定で実用可能性を試験したものです。

計測状況写真でのＧＰＳ位置情報を、インターネット上のＧｏｏｇｌｅマップに表示させた事例です。

工事状況場所での位置が、確認できます、年月が経過して、地図情報が更新されると、位置情報は変わりませんので、出来形管理の
データー信頼性を向上させる以外に、経年保守に有効な情報（何処だったか）を提供する事が容易です。



Ｇｏｏｇｌｅマップ表示事例２

航空写真と地図を重ねて表示、測定地点が明示される



マップ表示の注意点
ＮＭＥＡフォーマット
National Marine Electronics Association
が規定したプロトコルで、標準使用されているが、自由解釈
されているため、装置メーカ全ての出力メッセージが同じで
はないので注意する必要がある。

地図ソフトによっては、ずれた位置に表示される

利用したデーター信号列、テキストの羅列で出力される。

＄ＧＰＧＬＬ，４３４４．７７９５６，Ｎ，１４２２３．３８３６３，Ｅ，０６０３０５．００，Ａ，Ｄ＊６１

４３度４４．７７９５６分北緯　１４２度２３．３８８６３分東経

測位時刻０６：０３：０５．００　国際標準時刻

Ａ　ステータス　有効

Ｄ　ステータス　ＤＧＰＳ

＊ ６１　チェックサム



防護柵支柱地際腐食

強度上重要な地際直下から腐食が
始まる

進行中 重傷

非破壊測定は、支柱根入れ長さ出来形管理だけでなく、既設支柱の老朽化診断に有効です。

防護柵支柱は、最も力の加わる地際部分から腐食が進行します。

地際直下の状況は、外部からは見ることはできません。



老朽化診断の可能性

根入れ長　以外に地中老朽化推測
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地表面接触腐食部分
反射信号

先端端面信号

　　地際拡大

超音波ポストチェッカーは、工業用機器の超音波探傷機と異なり、医療用の超音波診断装置由来であるため、反射
信号の細かい違いを表示することができます。

このため、地際部分直下、重要部分のサビ、異常を捕らえることが可能です。



調査試行例
東名高速由比ヶ浜当初から無交換、塩害大

部腐食は予想より少なかった

建設当初から無交換であり、海岸に近接している由比ヶ浜で腐食調査を試行したが、予想より腐食は少なかった。
寒冷部山手での凍結防止剤散布の方が腐食が多く見られる。



老朽診断事例
中央自動車道（旧道）

土中地際劣化は予想より少ない
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　　先端面と想定

　　地際信号

橋上コンクリート上
は穴

奥が新道、現在使用中

手前、旧道で長年使用されたが現在廃止された中央道での調査事例

土中では予想より地際反射信号が少ない、全体的にサビによる劣化反射が顕著にみられます。

これに反して橋上の支柱では、地際で腐食が進行して完全に穴が開いています。



結語

• 最大誤差５ｍ程度の一般的ＧＰＳの有効
性が確認できた。

• 出来形管理時点での位置、時刻が同時記
録され、データの不正転用防止が図れ、信
頼性が向上する。

• 径年後の老朽化診断に位置情報が含ま
れているため、効率向上が期待できる。
ＧＰＳの位置精度は、無料公開されている範囲では５ｍ程度ですが、試行使用では有効性が確認できました。

位置情報の同時記録により、再検査容易、データの不正転用改ざん防止が図れると共に、老朽化診断補修
時期の検討にも有用と思われます。


	非破壊試験による鋼製管の根入れ測定
	取組の呼称防護柵・鋼製支柱根入れ測定のＧＰＳ応用取組の目的出来形管理データの信頼性向上
	ガス切断支柱の例
	計測装置の構成
	測定装置外観防護柵・鋼製支柱根入れ測定のＧＰＳ応用
	表示画面例測定場所の位置情報と時刻を表示
	記録保存されるデータ
	計測地点をＧｏｏｇｌｅマップに表示した例
	Ｇｏｏｇｌｅマップ表示事例２
	マップ表示の注意点
	防護柵支柱地際腐食
	老朽化診断の可能性
	調査試行例
	老朽診断事例中央自動車道（旧道）
	結語

